
2025 年 6 月 18 日 

 

学校法人三幸学園 

大宮こども専門学校 

校長 増田 泰朗 殿 

 

学校関係者評価委員会 

委員長 栗田 光 

 

 

学校関係者評価委員会実施報告 

 

2024 年度学校関係者評価について、下記のとおり評価結果を報告します。 

 

 

記 

 

１ 学校関係者評価委員 

①  栗田 光 （株式会社こどもの森 まなびの森保育園園長） 

②  川瀬 ほのか（令和６年度卒業生） 

③  島田 貴司 （飛鳥未来きずな高等学校 キャンパス長） 

 

２ 学校関係者評価委員会の開催状況 

 2025 年 6 月 18 日（会場 大宮こども専門学校 604 教室） 

 

３ 学校関係者委員会報告 

 以下「自己評価・学校関係者評価報告書」に学校関係者評価委員会コメントとして記載 

 

以上 
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2024 年度 学校法人 三幸学園 大宮こども専門学校 

 自己評価ならびに学校関係者評価報告書 
 

自己評価報告責任者 ： 副校長 丸山 政孝 

学校関係者評価報告責任者 ： 学校関係者評価委員会委員長 栗田 光 

 

 

1. 学校の教育目標 

 学園のビジョン「人を活かし、日本をそして世界を明るく元気にする」、ミッション「人を活かし、困難を希望に変え

る」のもと、保育分野の学校として「こどもを育み、人・社会を活性化することで日本を明るく元気にする」というビジョ

ンを掲げている。また「技能と心の調和」を教育理念とし「素直な心、感謝の気持ち、高い意欲を持ち続け、自ら考

え、自ら行動することで、社会に貢献する人材」、保育分野として「皆から信頼・感謝されるこどもの未来を育む人

材」を育成する人物像とし、専門学校として社会・業界に求められる人材の育成を進めている。  

 

２. 前年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画 

 

① 前年度重点施策振り返り 

・チーム担任制を設け、生徒一人ひとりを多角的に支援する等指導の多様化を図り退学率低減に取り組んだ。 

・就職求人票管理の DX 化を行い、業務効率化・学生へのリアルタイムの情報共有を強化した。 

・実習指導の見直しを行い、学内で統一した指導が行えるよう教員間の情報共有・整理を行った。 

・将来の入学者となる高校生の進路選択が広がるよう高校と専門学校を繋ぐ連携を積極的に取り入れた。 

 

②  学校関係者評価委員会コメント 

・各園で実習指導マニュアルがあるわけではないため、園によって実習生への指導について差があるのは事実で

ある。ただ、挨拶・こどもと積極的に関わろうとする意欲等、基本的な実習姿勢は共通して求める部分であるため、

その点を統一して指導できると良いのではないか。（栗田委員） 

 

・専門学校への安定的な進学数を保つためには、１年次から計画的に高校と専門学校を繋ぐ連携を行うことが必

要である。進路活動をスタートする前の、授業・教務的観点を通じて、保育業界に行きたいと思ってもらえる学生を

増やしていったほうがいいのではないか。（島田委員） 

 

・自分の悩みに合わせて相談しやすい先生を選択できることがチーム担任制のメリットであると感じる。様々な学生

が入学しているため、一人ひとりにあった相談先を選択できる環境は今後も求められるのではないか。（川瀬委員） 
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３．評価項目の達成及び取組状況 

（１）教育理念・目標 

① 課題 

・教育理念「技能と心の調和」や人材育成像「皆から信頼・感謝されるこどもの未来を育む人材」など、入学時のス

タートアッププログラムで重点的に話をしており、教育理念の浸透は図れている。また働くうえで必要な 12 項目と

して SANKO ワークコンピテンス（主体性・共感力・情況把握力・発信力・協働力・リーダーシップ・課題対応力・社

会人としてのマナー・好感の持てる人柄・業界に必要な専門知識や技術・粘り強さ・創造力）が設定されているもの

の、継続的に伝える機会は無いため、進級生にも改めて教育理念や人材育成像を共有する必要がある。 

 

②  今後の改善方策 

・保護者連絡ツールを活用した保護者向けの情報発信を増やす。 

・SANKO ワークコンピテンス（12 項目）のうち、更に重点項目３つ（協働力・社会人としてのマナー・好感の持てる人

柄）に絞り、継続した指導で理解浸透を図る。 

 

③  特記事項 

特になし 

 

④  学校関係者評価委員会コメント 

・SANKO ワークコンピテンス重点項目についてはどの園でも重要と感じる項目ではないか。ただ具体的なイメージを

持って学生が理解する必要があると思うので、園側の意見も収集しながら、リアルな保育現場の様子を伝えていく

ことで能動的に考えることができると感じる。（栗田委員） 

 

・本人のみならず保護者の理解・理念浸透は非常に重要である。自信がない、自己肯定感が低い学生も増えてい

るからこそ、身近な存在の理解や支援が必要不可欠であるため、保護者含め入学前からのアプローチは継続す

べきであると考える。（島田委員） 

 

・教育理念を学生に対して一方的に伝えるのではなく、学生が社会人になるために必要であると思うことを考えさ

せた方が良いのではないか。学生と教員では置かれている環境や経験、考え方が異なるため、学生からの意見を

引き出した方が学生も納得感を持って理解できるのではないか。（川瀬委員） 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

学校の理念・目的・育成人材像は定められているか（専門分野の特性が明確になっているか） ４ 

社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか ４ 

学校の理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが生徒・保護者等に周知されているか ３ 

各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対応する業界のニーズに向けて方向づけられているか ４ 
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（２）学校運営 

①  課題 

・新人事制度の導入により適正な評価を行う仕組みの整備と処遇反映までのプロセス等が明確になったものの、 

職員間での理解の差が生じている。 

・地域社会の倫理や信頼に配慮した上で活動しているものの、学生個々の社会人としてのマナーについては成長

の余地があるためさらなる指導が求められる。 

 

②  今後の改善方策 

・人事制度の「理解」「納得」「実践」の 3 段階を意識し、組織全体で継続的なフォローアップを行う。 

・保育現場での実例や卒業生の声をホームルームや各授業で在校生に伝え、自身の行動を振り返る機会を設け

る。 

 

③  特記事項 

特になし 

 

④  学校関係者評価委員会コメント 

・コンプライアンス等様々な問題が話題になっているが、具体的な事例を踏まえて理解浸透ができると、組織とし

てより適切な学校運営ができるのではないか。学生も社会人になってから初めて様々なことを知るより、卒業前にリ

アルな事例を参考として聞くことで就職前の準備につながるのではないか。（栗田委員） 

 

・人事制度の改定により、組織としての適切な人材育成、職員個人のモチベーションアップにつながると感じるが、

理解浸透が課題であると感じる。職員の行動基準やスタンスも改まる良い機会になると感じるため、理解浸透を図

ることでよりよい学校運営になるのではないか。（島田委員） 

 

・保育現場では新人でも多くの個人情報を取り扱い、保護者含め多くの人と関わっていくため、学校運営での経験

等を学生にも伝えて良いのではないか。学生自身も就職前に園でのアルバイトやボランティア等を通じて、実際に

体験することを増やしていくこと様々なことを知り、心構えができることで就職後のミスマッチを防ぐことができるので

はないか。（川瀬委員） 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

目的等に沿った運営方針が策定されているか ４ 

事業計画に沿った運営方針が策定されているか ４ 

運営組織や意志決定機能は、規則等において明確化されているか、有効に機能しているか ４ 

人事、給与に関する制度は整備されているか ３ 

教務・財務等の組織整備など意思決定システムは整備されているか ４ 

業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されているか ３ 

教育活動に関する情報公開が適切になされているか ４ 

情報システム化等による業務の効率化が図られているか ４ 
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（３）教育活動 

①  課題 

・入学者の支持を維持、増加させるために入学者市場の分析、在校生の質向上を図るための保育現場ニーズの

把握を行った上でカリキュラムの見直しを行う必要がある。 

 

②  今後の改善方策 

・2026 年度 4 月より新しい登校スタイルを設置予定。 

（保育科保育士コースの午前通学スタイル導入により、通学しやすさに加えて職業教育にかける時間を増やす） 

 

③  特記事項 

特になし 

 

④  学校関係者評価委員会コメント 

・様々な教育活動を行っていても、学生の中には必要なものを選択できる学生と選択できない学生がいる。実

践できる機会を案内してもそれを活かせるかは学生によって差が大きいため、教職員からの後押し・サポートが重

要ではないか。（栗田委員） 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されているか ４ 

目標の設定として、教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた教育機関としての修業年限に

対応した教育到達レベルや学習時間の確保は明確にされているか 
４ 

学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか ４ 

キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリュキュラムや教育方法の工夫・開発などが実施さ

れているか 
４ 

関連分野の企業・関係施設等、業界団体等との連携により、カリキュラムの作成・見直し等が行われて

いるか 
３ 

関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインターンシップ、実技・実習等）が体系的に位

置づけられているか 
４ 

授業評価の実施･評価体制はあるか ４ 

職業に関する外部関係者からの評価を取り入れているか ４ 

成績評価・単位認定の基準は明確になっているか ４ 

資格（免許）取得の指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づけはあるか ４ 

人材育成目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保し、組織できているか    ４ 

関連分野における業界等との連携において優れた教員（本務・兼務含め）の提供先を確保するなどマ

ネジメントが行われているか 
４ 

関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修や教員の指導力育成など資質向上

のための取組が行われているか 
４ 

職員の能力開発のための研修等が行われているか ４ 
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・学ぶ入口や学ぶスタイルが変わっても、卒業後の社会で求められるレベルは変わっていないため、どのタイミング

で社会人として育成していくかが重要ではないか。社会に出るための段階が踏める教育体制を整え、就職後の出

口をしっかり見せていくことが大切である。（島田委員） 

 

・様々なカリキュラムや教育活動が用意されていても、得意なものがない・自信がないと思う学生が多いため実践

の場に行くことを億劫に感じている学生もいた。できるようになるための小さな目標を積み重ねて、スモールステッ

プで確実に成長できるような取り組みがあると良いのではないか。その結果として在学中に強みを見つけることが大

事であると感じている。（川瀬委員） 
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（４）学修成果 

①  課題 

・チーム担任制のメリットも多くある一方で、起こりうる弊害に対する対応策の検討。 

・実習中止、延期者を減少させる仕組みの醸成。 

・就職後のミスマッチをなくし、早期退職者を減少させるための教育の見直し。 

 

②  今後の改善方策 

・教務力向上を目的に、学園共通の研修動画の視聴やスクールカウンセラーによる研修を実施する。 

・実習サポート室の運営をスタートし、実習不安の軽減や能力向上を目指す。 

・保育現場職員、卒業生による授業内講話の実施を行うことで、保育現場への理解を深める。 

 

③  特記事項 

特になし 

 

④  学校関係者評価委員会コメント 

・社会人、保育現場のリアルな話を卒業前にすることが入社後に活きるのではないか。学校での学びや活動が就

職後にどのように活きるのか、実際に悩むポイントはどのようなことなのか、園長や卒業生等現場から直接話しても

らうことは、卒業後のミスマッチや退職数の減少に繋がると考える。（栗田委員） 

 

・入学前から保育業界への就職に向けた意欲向上は取り組めるのではないか。保育業界のリアルな課題や問題

は見せつつも、その中で魅力を感じて取ってもらえることでミスマッチは発生しづらいのではないか。（島田委員） 

 

・実習先の選定について、学生からの希望制で選定できたことは良かった。実際に実習先に就職する学生も一定

数いるのでメリットもあるが、学生によっては事前情報不足で実習先のミスマッチが起きる可能性があるため園情報

の蓄積が重要ではないか。（川瀬委員） 

 

 

  

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

就職率の向上が図られているか ４ 

資格（免許）取得率の向上が図られているか ４ 

退学率の低減が図られているか ４ 

卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか ４ 

卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に活用されているか ３ 



7 

 

7 

 

（５）学生支援 

①  課題 

・個々の学生に合わせた適切な生活、学習環境の整備。 

・卒業生の現場での活躍や現状の把握方法の再検討。 

 

② 今後の改善方策 

・ハイフレックス授業の導入に伴い、登校もしくは自宅でのオンライン授業受講を選択できるようにする。 

・実習巡回等に限らず、園訪問や地域自治体の連絡会議等に積極的に参加し情報収集を行う。 

 

③ 特記事項 

特になし 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

・学生支援の主旨が担保できるよう、今後継続的に確認・指導していく必要はあると考える。学生の多様化に合わ

せた学び方は今後の学校運営でも必要になるため、現場に送り出す一定レベルの質を担保しながら教育・支援の

工夫ができると良いのではないか。（栗田委員） 

 

・オンライン授業に慣れている学生、対面授業に慣れている学生、様々な学生が共存しているからこそ学生の得

意・苦手を理解し、学生層に適した学びの提供が今後もできると良いのではないか。半期で学習状況のアンケート

をヒアリングするなど、実態を理解することが重要である。（島田委員） 

 

・ハイフレックス授業は学生の状況に合わせた学習スタイルで良いのではないか。実習のオリエンテーションの前後、

就職活動の園見学の前後等、今までであれば出席できなかった授業も出席する選択肢ができることは学生にとっ

てメリットではないか。（川瀬委員） 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

進路・就職に関する支援体制は整備されているか ４ 

学生相談に関する体制は整備されているか ４ 

学生の経済的側面に対する支援体制は整備されているか ４ 

学生の健康管理を担う組織体制はあるか ４ 

課外活動に対する支援体制は整備されているか ４ 

学生の生活環境への支援は行われているか ３ 

保護者と適切に連携しているか ４ 

卒業生への支援体制はあるか ３ 

中途退学者への支援体制はあるか ３ 

社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか ４ 

高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教育の取組が行われているか ４ 
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（６）教育環境 

①  課題 

・外部ボランティア活動数は増えているものの、参加する学生に偏りが生じている。 

・学外での職業教育を実践できる時間確保のための学事日程の見直し。 

 

② 今後の改善方策 

・ボランティア活動先・種類の新規開拓を行う。 

・授業、実習スケジュールの組み立てを工夫し、長期休暇等を利用してボランティア活動に取り組める環境づくりを

行う。 

 

③ 特記事項 

特になし 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

・中学生では職業体験以降で保育現場での経験を積んで入学してくる学生は少ないと推測される。本人のみなら

ず保護者にも保育の魅力を理解して頂くきっかけとして保育現場とのつながり・連携を強化してほしい（栗田委員） 

 

・学園内の姉妹園との連携等を引き続き活用して学生の活動機会として提供できると良いのではないか。学園の

スケールメリットを活かし、多くの学生が学外での実践を積み重ねられる環境が整うと良い。（島田委員） 

 

・学生によって求める教育活動が異なるため、一律同じ案内ではなく、学年別や習得状況別にハードルを上げた

活動機会も提供できると良いのではないか。その経験を通じてどのような成長につながるのか、目的やゴールが明

確になると参加意欲も向上するのではないか。（川瀬委員） 

 

  

 

  

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか ４ 

学内外の実習施設,インターンシップ,海外研修等について十分な教育体制を整備しているか ３ 

防災・安全管理に対する体制は整備されているか ４ 
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（７）学生の受入れ募集 

①  課題 

・入学志願者の減少。 

・保育士養成課程の競合他校との差別化。 

 

②  今後の改善方法 

・姉妹校含めた各高校との連携強化。 

・インナーブランディングを再度行い、入学希望者・保護者への魅力発信を強化。 

・保護者向け支援情報の提供。（学費・奨学金・資格・就職実績・保育現場の働きやすさ等） 

 

③  特記事項 

特になし 

 

④   学校関係者評価委員会コメント 

・大学と短大・専門学校の違いや取得できる資格、保育の福利厚生や給与等、高校生・保護者に理解されていな

いことはたくさんある。正しい情報を高校生のうちから保護者とともに理解していただく取り組みを検討し、自分に合

った進学先選択を提供できると良いのではないか。（栗田委員） 

 

・漠然とした将来の不安や高校生のうちに道を１つに絞る不安から、広く勉強ができる４年制大学を志望する学生

が増えている傾向も感じる。そのためには高校生に安心して保育を学ぶことができるという情報提供だけでなく、保

護者や高校の先生がもつ保育士のイメージを払拭する必要を感じるため、高校と専門学校を繋ぐ連携は継続的

な課題である。（島田委員） 

 

・授業外で実施しているピアノの個別レッスンや実習サポート室等、学内で展開されているものには魅力的かつ学

生が安心できる仕組みがたくさんあると感じる。学内での取り組みを具体的に高校生にも知ってもらえるとより安心

して学校選びができるのではないか。（川瀬委員） 

 

 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

学生募集活動は、適正に行われているか ４ 

学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか ３ 

入学選考は、適性に行われているか ４ 

学納金は妥当なものとなっているか ４ 
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（８）財務 

① 課題 

【中長期計画】 

なし 

 

【予算・収支計画】 

 なし 

 

【会計監査】 

なし 

 

【財務情報の公開】 

なし 

 

② 今後の改善方法 

【中期計画】 

今期は第３期中期計画（2023 年度～2027 年度）の２年目にあたり、中期計画及び進捗状況はホーム

ページ上に公開している。 

【財務情報の公開】 

なし 

 

③ 特記事項 

第３期中期計画については、東京未来大学及び小田原短期大学の中計改定に加え、東京みらい中学校

及び支援学校仙台みらい高等学園の内容を追加し、第３期中期経営計画（第２版）として改定する予定であ

る。 

 

➃学校関係者評価委員会コメント 

 特になし 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか ４ 

予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか ４ 

財務について会計監査が適正に行われているか ４ 

財務情報公開の体制整備はできているか ４ 
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（９）法令等の遵守 

①  課題 

特になし 

 

②  今後の改善方策 

特になし 

 

③  特記事項 

特になし 

 

➃ 学校関係者評価委員会コメント 

特になし 

 

  

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

関係法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか ４ 

個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか ４ 

自己評価の実施と問題点の改善に努めているか ４ 

自己評価結果を公開しているか ４ 
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（１０）社会貢献・地域貢献 

①  課題 

・地域貢献における連携活動の新規開拓。 

・学内活動の認知拡大。 

 

②  今後の改善方策 

・保育園だけでなく、保育関連企業との連携を強化。 

・既存の託児利用やイベント参加者による、口コミの拡散やＳＮＳ等での取り組み発信を検討。 

 

③  特記事項 

特になし 

 

④  学校関係者評価委員会コメント 

・保育園側も学生を受け入れることでのメリットが多くある。正規の実習だけではなく数日間の体験実習等、積極的

に行えるよう園・法人との連携やつながりがあると良い。卒業生の活躍も学生に伝えることでそれぞれの園に興味

を持ち、やってみたいという気持ちが醸成されると良いのではないか。（栗田委員） 

 

・学外での活動実績は関連各所の注目度も高い。他分野姉妹校での外部のつながりから、保育分野でのボランテ

ィア活動につながる事例もあるため、分野を超えた全国姉妹校での情報共有が活発化して新規開拓ができるとよ

り良いのではないか。（島田委員） 

 

・子ども関連企業でのインターンシップやアルバイト等、知名度が高く、学生の興味関心がより高い連携先が新たに

開拓されていくと学生の意欲にも変化が起こると感じる。様々な価値観の学生がいるので、多くの選択肢を通じて

成長幅を広げていけると良い。（川瀬委員） 

 

 

 

  

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか ４ 

生徒のボランティア活動を奨励、支援しているか ４ 

地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を含む）の受託等を積極的に実施しているか ４ 
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４. 学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

・様々な学生に合わせた教育には課題も多くあると思うが、SANKO ワークコンピテンスの項目にもあった通り、まず

は保育者・社会人として必要とされる人間性をしっかり学び、学生のうちにたくさん失敗をして、現場に出る仕組み

を引き続き検討いただけると良いのではないか。そのための実習・ボランティア等の受け入れについては十分に整

えていくので、相互に連携しながら保育者を育てていけると良いのではないか。（栗田委員） 

 

・高校と専門学校の連携や専門学校同士の連携、学園内の保育園との連携等、全国での事例も参考にしながら

よりよい教育体制の整備ができると特徴・魅力のある学校になるのではないか。学園のスケールメリットをどのように

活かしていけるかで学生の選択肢が変わるため、入学後の学びを通じて就職後の出口をしっかり見据えることが重

要である。（島田委員） 

 

・現場経験豊富な講師が揃っているという学校の強みを生かして、より現場のリアルな様子や必要とされることを授

業で学ぶことができると良いのではないか。リアルな話は学生の興味を引き、学ぶ意欲が向上するため教科書の

内容を越えた保育現場に沿った学びを学生が受けられることに期待したい。（川瀬委員） 

 

 

 


